
被災後、速やかに業務・洗堰操作を継続するために

地震災害時初動対応訓練にあわせ施設の点検及び操作訓練を実施
琵琶湖河川事務所

Ｈ29.9.7

琵琶湖河川事務所は平成29年9月7日(木)、地震災害時初動対応訓練を実施しました。震度6
以上の地震が発生したことを想定し、庁舎点検や洗堰点検など、被災後速やかに業務継続およ
び洗堰操作を行うための対応を確認しました。

また、通常の訓練に追加して、事務所独自の取り組みとして、瀬田川洗堰の緊急点検訓練、
Ku-SAT2・衛星携帯電話操作訓練、排水ポンプ車・照明車の操作訓練を行い、職員自ら行動す
ることを意識し、技術力向上を図りました。

【問い合わせ先】

国土交通省 近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 調査課

〒520-2279 大津市黒津4-5-1 TEL 077-546-08４４（代表）

今年で

アクア琵琶は

開館25周年!!

瀬田川洗堰
緊急点検訓練

普段は管理・機械職員で行って
いる洗堰点検を見学し、緊急点検
時の点検ポイントを学びました。

Ku-SAT2・
衛星携帯電話操作訓練

Ku-SAT2の組立て方法や設置
時の注意点を学び、衛星携帯電
話は組立て後に通信を行いました。

排水ポンプ車・
照明車の操作訓練

排水ポンプ車と照明車を前に説明
を受け、照明車の操作を体験し、体
験談から災害派遣時に配慮すべきこ
とを学びました。

庁舎点検 洗堰緊急点検 非常体制発令・情報収集

施設の点検及び操作訓練

参加者１６名
防災エキスパートも参加

参加者
１１名

参加者
１１名

防災エキスパートと
共同実施

日 時 ： 平成２９年９月７日(木) ７：００ ～ １５：２０
場 所 ： 琵琶湖河川事務所・瀬田川出張所・野洲川出張所
参加者 ： 職員（非常勤職員等含む） ６７名

防災エキスパート ９名

訓 練 模 様

地震災害時初動対応訓練

Ku-SAT2

衛星携帯電話

排水ポンプ車

照明車

・ 参集中および参集後点検等を行っている職員の状況を把握できるよう、
誰がどこで何を行っているか適切に情報を整理する必要がある。

・ 通信機器等の取扱い方法・動作の確認を行い、いつでも使える状態にすることは大事だ。
・ 先日の姉川氾濫の際の、災対車の幅員を考慮した進入路の検討に苦労したことなど、

体験談を聞くことができた。

訓練参加者からの意見


